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気 象 の 肺 結 核 患 者 電 解 質 代 謝 お よ び

尿中尿酸 ・クレアチニンに及ぼす影響

第3報 不連続線通過が肺結核患者の血清中電解質に及ぼす影響

付 第1～3報 の 総 括

林 博 敬

名古屋大学医学部青山内科(主 任 青山進午教授)

国 立 岐 阜 療 養 所(所 長 大野道夫博士)

受 付 昭 和54年5月6日

緒 言

気象に関係深い特定の疾患が前線通過の近傍で簇発す

ることをRudder1)が 発表し,Petersen2)5)は 気団

交替時の人体の変調につ き特有の変化を述べ,続 いて数

多 くの報告がみ られる。わが国では増山4)が 空間n法 を

用い人体諸量の変動を推計学的に発表し,最 近では前線

通過がStressと して副腎皮質機能に影響を与えること

が推測されている25)47)49)。

肺結核患者に及ぼす前線の影響については,自 覚症状

の増悪,肺 出血およびシューブ現象の多発等が瀬尾50),

小川51),大 野 嶋田52)ら に より解明され,ま た鈴木55)

は消化機能について,度会54)は 動脈血液ガスについて,

いずれも明 らかな変動を認め,自 律神経系機能もまた前

線通過前後に変調をきたすことが知 られている51>52,。

私 は肺結核患者の血清中電解質が前線通過のさいいかな

る態度を示すかを検査した。

研究対象および実験方法

1)研 究対象:第1報 に記載せるごとき入所中の肺結

核患者39名(男 のみ)に ついて検査を行なつた。

2)測 定貝時:不 連続線の把握はラジオの気象通報わ

よび新聞掲載の天気図,各 種気象因子(気 圧,気 温,湿

度および風向の変化)の 観測成績よ り不連続線の通過時

刻を推定し,の ちに中央気象台発行の天気図によりこれ

を確定した。

検査は前線通過推定時刻の前後に,時 間的にある程度

の巾をもたせて標本の分散するごとく採血 し,対 象 とし

て血清中電解質の日内変動を考慮して直近の高気圧支配

日の同一時刻に採血し,前 線通過時の値 と比較した。

3)測 定方法;第1報 の記載と同様に行なつた。

実 験 成 績

寒冷前線通過前22時 間よ り通過後13時 間にわたる

間の血清中Na,K,Caの 測定値,お よびこれに対応す

る高気圧支配 日の値とその差を求め,前 線通過時を中心

として前後を時間ごとに7段 階に分類し,そ れぞれの平

均値を表1に 記載 した。また前線通過 日の値が高気圧支

配 日の値に比 して増減した例数を示した ものが表2で あ

る。(こ の場合両者間の増加,減 少の判定は,私 の検討

した測定誤差以上の変化,す なわちNaは ±3mEq/l

以上,K,Caは ±0.09mEq/l以 上の差のある場合をと

り,しか らざる時を不変 となした。)図1は 血清中Na,K,

Caの 増減と時間的関係を点グラフにしたものである。

1)血 清中Naの 変動

前線通過前22時 間の4例 については,高 気圧支配日

よ り平均4.2mEq/lの 減少を示すが,推 計学的に 有意

差は認めない。前線通過前19時 間よ り通過後6時 間ま

での27例 では高気圧支配 日よ り平均5.2mEq/lの 増

加を示し,推 計学的に検討するとF0=45.61>7.72=

F(α=0.01)で 有意差を認める。前線通過後10～13

時間の8例 では平均5.8mEq/lの 減少を示し,推 計学

的検討はF0=13.39>12.25=F(α=0.01)で あ り有

意差が認 められる。

2)血 清中Kの 変動

各平均値で前線通過前22時 間にはやや増加,前 線通

過前19時 間よ り通過後6時 間まで,お よび通過後10

～13時 間 にはやや減少をみるが
,お のおの有意差は認

め られない。しかし前線通過後3～4時 間においてK

の増加例数が一時増加することは他と異なつている点で

ある。

3)血 清中Caの 変動

Caは 前線通過前後を通じ大きな変動を示さず,一 定

の傾向 もみ られなかつた。

考 案



1960年1月
7

表1前 線通過前後各時間における平均値

表2前 線通過前後各時間における増減数

図1不 連続線通過時の血清中電解質の変動

増山4)は 前線通過前後の尿量の変化を検査し,尿 量

は前線通過前に減少し,お よそ6時 間前に極小となり,

通過後に増加 し,尿 比重 も前線通過前に増

加をみてお り,こ れより体内水分の貯溜が

行なわれることを推定し,前 線通過数時間

前が もつとも水分貯溜が著しいと思われる

と記載している。第1報 に述べたごとく電

解質 ことにNaは 水分代謝と密接な関係が

あ り,夏 季の血清中Naの 増加が体内水分

増加現象と関係を有するごとく,こ の場合

も体内水分貯溜の現象 として血清中Naが

前線通過前より増加し,通 過後に水分排出

のために減少すると解釈できるのではなか

ろうか,ま た増山4)の い う尿量の極小期

を通過前6時 間ころとすると,そ の点を中

心として前後12時 間の間に血清中Naの

増加がみ られるの もこれに合致するようで

ある。

血清中KはNaの ごとく明 らかな変動を示さない

が,大 体 減少傾向にあり前線通過直後 一時増加 する。
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Selye55)に よると種々のStressに よ る警 告 反 応 の

場合,必 ず.血清中および尿中のKが 増加するとい う。

また,鳥 居25)は 前線 通過直後1～2時 間に尿中17

KSの 増 加を,2～4時 間に好酸球の減少をみ,森永47),

谷川49)も 前線通過後に17KS,Chemocorticoidの 増

加をみてお り,前 線通過がStressと して 人体に影響を

与えた ものと推定しているが,私 の成績においても前線

通過後3～4時 間に 一時Kの 増加例が多 くなるのはStress

現象の現れと考 えられる。

肺結核患者において小川51),嶋 田52)は 前線通過 前

後の自律神経機能検査の結果,ア ドレナ リン敏感度の低

下することを述べているが,私 の成績のNaの 増加 とK

の減少傾向を,前 述の(第1報)須 貝16),梶 原35),原

島34),黒 津36),勝 木37)ら の説によつて自律神経緊張

状態を推定すると,前 線通過前後は副交感神経優位とな

り,小 川,嶋 田の成績 と一致する。

結 論

肺結核患者39名 について,前 線通過の血清中電解質

に及ぼす影響にっいて検討 した。

血清中Naは 前線通過前20時 間ころよ り通過後6時

間まで増加しその後は減少に転ずる。

血清中Kは あまり明 らかな変動ではないが,前 線通

過後3～4時 間に 一時増加するが,大 体減少傾向がみら

れ る。血清中Caは 一定の変動を示さない。

(付)第1～3報 の総括ならびに考案

1.副 腎皮質機能に関して

A)肺 結核症 と副腎皮質機能

肺結核症 と下垂体副腎皮質機能に関する研究は各方面

より多 くの検討がなされているが,そ の検査方法が多様

でかっ決定的な方法がないことか らその結論は必ずしも

一定していない。Thorn'stest,尿 中17KS,Chemo-

corticoid等 の測定において,重 症者に低値が み られる

ことが大体認め られている。日置56)は 肺結核症に下垂

体機能の低下 とともに,副 腎皮質の障害および機能低下

を認めてお り,三 宅57)は 諸検査の結果は肺結核症に副

腎皮質機能低下に相当する所見があるが,こ れは全身栄

養障害のためであろうと述べ,砂 原58)は 肺結核症に副

腎皮質機能低下傾向のあることを是認してよいと記して

いる。

電解質代謝の異常が副腎皮質機能に密接な関連を有す

ることは既知の事実であるが,沖 中59)は 下垂体副腎系

の代表的疾患において も,血 清中電解質濃度の測定値は

必ずしも異常を呈せず正常値である場合が多 く,こ れは

皮質不全であって も塩類摂取が適当であれば,そ れなり

にある程度の平衡を保つてい くものであるとしている。

すなわちHomeostasisま たはGeneral adaptations

syndromに よつて,可 能なか ぎり望ましい 生理的動揺

範囲に調節されているのである。また副腎皮質と他の内

分泌臓器および自律神経系との因果関係は非常に複雑で

あって,末 梢の一現象である血清中および尿中電解質の

単なる測定値をもって,た だちに副腎皮質機能の状態を

皆解明できるものとも思われない。また異なる対象にわ

ける尿酸 クレアチニソ比の単なる比較をもつて副腎皮質

機能を推定することのできないことは第2報 に述べた。

私の対象 とした肺結核患者が 季節変動を検べる関係

上,一 応病状の固定したものを選んだので,進 行性活動

性のもの とくに重症者に副腎皮質機能低下が 多くみら

れ,ま た電解質代謝障害 もそのような例に多いという諸

家の報告か らみて,血 清中および尿中電解質測定値にお

いて健康者に比してとくに認むべ き変化がなかつたのも

首肯しうることと考えられる。

年平均値における血清中および尿中電解質の比較か ら

は,肺 結核症に副腎皮質機能低下を予想させる現象は発

見 できなかつたが,血 清中Na,Kの 病症別 季節変動

が,軽 症は大きく変動するのに中等症,重 症では変動が

少ないことは,安 静という原因以外に外界の季節の変化

に適応する能力の低下が起 こっている現象ではないかと

考 えられ,中 等症,重 症の副腎皮質機能の低下がうかが

えると、思われる。

B)季 節変動と副腎皮質機能

生体の季節に対する適応現象として,諸 家22)25)47

)57)は 冬季に夏季よ り基礎代謝の上昇,血 清Kの 増加,

尿中17KS,170HCS,総 窒素排泄量,尿 酸 クソアチ

ニン比等の増加等をみて,副 腎皮質機能は冬に昂進し,

夏に減退することを推測しているが,私 の成績において

も冬季に血清Kの 増加,尿 酸クソァチニン比の高値を

認めた。これ らの変化は主としてGluco corticoidの 増

加によって起 こる現象 と思われる。一方夏季に体内水分

代謝の亢進,体 内水分貯溜,血 中A・D・Hの 増加,血 清

Naの 増加,体 内塩分貯溜,血 清Kの 減少等よ りみて,

夏季にはMineralcorticoidが 高温順応のために生理的

機転 として作用していることが想像される。

肺結核患者の季節変動については,健 康者 と比較して

あま り特異な現象はみ られなかつたが,血 清中Na,K

が病症別にみて変動の程度の異なることは上述のごとく

である。また重症では血清中塩類が春季に軽症,中 等症

に比 して大きな変化を示 し,冬か ら春への変動が大きく,

春か ら夏への変動が非常に小さいか,あ るいはほとんど

ないという現象は注 目される点である。肺結核症 と季節

に関する多 くの文献に,早 春か ら春にかけての季節の影

響が大 きく,臨 床症状の増悪,体 重の減少,血 沈の易変

動性,ツ ペルクリン過敏性の増加,白 血球の核左方推

移,シ ューブ現象の頻度上昇,喀 血の頻発,死 亡率の上

昇,発 病率の増加等が報告 されてお り,こ のような悪影
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響の原因となる気象条件の探求 も行なわれているが,小

川51),嶋 田52)ら の報告に よるとこれ らの 諸症状は前

線通過による影響が大 きいことを述べ,春 には前線通過

が頻繁であることを重要視している。これらのことか ら

みても肺結核重症者に,春 という季節が とくに他の季節

に比 して大 きな変調を与えるであろうことが想像 され,

血清中塩類の変化 もこの一現象であると考 えられる。

C)不 連続線通過時の変化と副腎皮質機能

前線通過がStressと して生体に影響 を及ぼし,血 清

中電解質の変化 もこれに伴って惹起されると想像きれる

ことは前述のごとくである。

II.自 律神経系との関連

Cannon,Selye,Longら の説,ま たその後 の研 究 に

よっても,侵 襲に対す る生体の反応は内分泌系と自律神

経系 とが緊密一体 となって生体の調節機構 として働いて

いることが認め られ,そ の因果関係 も解明され つつあ

る。

自律神経緊張状態は季節の変化に対応して,一 般に夏

は副交感神経緊張,冬 は交感神経緊張状態にあるとされ

ているが,こ れと血清中電解質との関連については,前

述諸家の報告16)34)～37)に み られるごとくであ り,私 の

成績においても自律神経緊張状態を推定すると,夏 に副

交感神経優位,冬 は交感神経優位の結果を示している。

肺結核患者の血清中Kの 値 よりみると,肺 結核患者

にことに重症者ほど交感神経優位の 傾向があるとみ ら

れ,薬 物試験による自律神経緊張度との関係が矛盾する

ようにみえるが,小 川58)や 美野60)の 述べているごと

く,重 症者に反応度の低下があるために起こる現象であ

るとも考 えられるが,な お検討を要する問題であろう。

また血清中Na,Kの 病症別季節変動が軽症に大で中等

症,重 症に小であることは,季 節に対する自律神経系の

反応が軽症者に敏感で,重 症者に低下していることを示

す ものといえよう。

不連続線通過時の変化は副交感神経優位に傾 くといわ

れるが,私 の成績においても大体そのような傾向がみ ら

れた。

擱筆するにあた り,御 指導,御 校閲を賜わつた恩師青

山教授,大 野所長,な らびに松原助教授に深甚なる謝意

を表し,種 々御協力下さつた岐阜療養所医局諸兄に感謝

する。

本研究の要旨は第11回,第12回 国立病院 ・療養所

綜合医学会において発表した。
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35)梶 原 三 郎:季 節 生 理,昭 和27年 度 報 告,63,昭27.

36)黒 津 敏 行:日 本 医事 新 報,1445;83,昭27.

37)勝 木 司 馬 之 助:日 本 内科 学 会雑 誌,44:621,昭30.

38)小 川 巖:結 核,28:361,昭28.

39)藤 岡 ・河 西 ・樋 口:結 核,29(増 刊 号):177.

昭29.
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40)齊 藤 正 行:光 電 比 色 計 に よ る臨床 化 学 検 査,南 山

堂,昭28.

41)杉 山雅 丁:結 核,21;51,昭18.

42)梅 原亨:名 古 屋 医 学雑 誌,62;176,昭23.

43)原 ロー 広;久 留米 医 学雑 誌 ,19:454,昭31.

44)Donald,F.G.eta1.;J .Laborat.Clin.M,48:

810,1956.

45)平 岡 義 敬:結 核,27:551,昭27.

46)小 野 一 男:岩 手 医学 専 門 学 校 誌,7:58 ,昭19.

47)森 永 武 志:東 京 医 学 雑 誌 ,65:25,昭32.

48)吉 田〓;日 新 医 学 ,42二527,昭30.

49)谷 川 隆 朔:日 本 内分 泌 学 会 雑 誌,32:143,昭31.

50)瀬 尾克 己:結 核,27:137,昭27.

51)小 川静 男:結 核,25:90,133,175,230,昭25.

52)大 野 道 夫 ・嶋 田一 弘:結 核,28:145,176,209,

265,313,昭28.

53)鈴 木 哲 雄:結 核,31:132,188,昭31.

54)度 会 文 雄;結 核,31:99,128,183,昭31.

55)Selye,H.;Brit.Med.J.,4667;1383,1950.

56)日 置 陸 置 夫:最 新 医 学,12:710,昭32.

57)三 宅 儀:日 本 内 科 学 会雑 誌,45:960,昭31.

58)砂 原茂 一:結 核 研 究 の進 歩,19:30,昭32.

59)沖 中重 雄1臨 床 病 理,1:351,昭28.

60)美 野真 一:お 茶 の水 医学 雑 誌,3:10,89,昭30.


